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水害対応合同訓練説明

昭和５６年８月２４日
小貝川高須橋上流左岸破堤

龍ケ崎市

人が元気 まちが元気 自慢したくなる ふるさと龍ケ崎

平成２９年５月２４日

訓練編成 訓練責任者 市長
訓練副責任者 北文間コミュニティ協議会会長

北文間小学校長

訓練担任官
危機管理監

災害対策本部長

市長

企画班 状況付与班 副本部長
副市長
教育長

事務局
危機管理室

各部（各班）

防災関係機関
・国土交通省利根川
下流河川事務所

・自衛隊
・水戸地方気象台
・茨城県
・その他

総括部 渉外対策部 応急対策部 救護対策部 現地対策部 教育保育
対策部

地区住民
（北文間水防連

絡協議会）

約６００名

龍ケ崎市消防団 指定避難所
（南高校）

北文間小学校

北文間
コミュニティ協議会

（協議会所定）
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①災害対策本部

訓練研修イメージ

③避難所（南高校）

②北文間地区

情報収集
避難勧告指示

防災行政無線

小貝川

②

訓練概要説明・講評

水防工法・救助ボート

消防団水防受
持ち区域配置

地域の巡回

降雨体験車等

小貝川の歴史等

消防団活動研修

高須橋

現地指揮所

水防工法

避難勧告広報

６

逃げ遅れ避難者捜索訓練
（１１：３０～１１：４０）

茨城県警
航空隊
ひばり

〔想 定〕

小貝川の上流の栃木県や利根川の上流の
群馬県の山間部で降り始めからの総雨量が
５００ｍｍを超える

茨城県南西部において豪雨が降り続き、
小貝川や利根川の水位が徐々上がり、
小貝川や利根川が氾濫するおそれがある

榛名湖

渋川市

赤城大湖

前橋市

利根川

利根川

小貝川

北文間
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１ ６月５日（日）０８：３０
押付水位観測所
避難判断水位（７．７０ｍ）到達

「避難準備情報」発令

避難準備情報とは、災害のおそれがあると判断されたとき、
避難に時間がかかる避難行動要支援者には早めに避難を勧
めるために発令する情報
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２ ６月５日（日）０９：００
押付水位観測所
避難判断水位（７．９０ｍ）到達

「避難勧告」発令

避難勧告とは、災害のおそれが高まった
判断されたとき、一般の住民にも避難を勧め、
または促すために発令する情報

３ ６月５日（日）０９：００
小貝川・利根川の河川水位，消防団の
警戒監視報告，気象状況等，リエゾンの助
言等を総合的に判断して，避難勧告を発令

〔災害対策本部の行動〕

本部長避難勧告発令
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〇鬼怒川川島水位観測所（４５．６５ｋｍ） 国土交通省

ホットラインによる市長（常総市）等への情報提供時期

時間

水位

９／１０９／９ ９／１１

氾濫危険水位

常総
市

４ ６月５日（日）０９：０８
受け持ち区域の警戒及び小貝川漏水
箇所に釜段工法により洪水防止対応

〔龍ケ崎市消防団の行動〕
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龍ケ崎市消防団等
の体制（基準）

タイムラインに基づき
１ 水防警報発表
氾濫注意水位に到達
・押付 ５．７５ｍ
・水海道４．６ｍ
消防団出動
水防警戒体制

２ 市災害対策本部
（動員体制第１）設置

３ 消防団現地指揮本部
と市災害対策本部は消
防無線等で小貝川水
位・堤防状況等を連絡
交信

馴柴・取手新川地区 ①長山小（２３０） ②長山コミュニティセンター（１２８）
（６０８名） ③長山中（２５０）
川原代地区 ①馴馬台小（２００）　 ②松葉小（１４０）   　 ③久保台コミュニティセンター（１２８）　  　
（２，７０５名） ④愛国学園高（８３２） ⑤中根台中（３４０）　 ⑥松葉コミュニティセンター（１３２）　 　

⑦図書館（６６） ⑧文化会館（１８１） ⑨愛宕中（３００）
⑩馴馬台コミュニティセンター（１３６）　 ⑪久保台小（２５０）　 

北文間地区 ①県立南高（４８５）（注：利根町の避難者） ②龍ケ崎小（２２０）　
（１，７９１名） ③県立竜一高（５２０）　④県立竜二高（４２６） ⑤龍ケ崎コミュニティセンター（１４０）

指定避難所（第１次避難地域住民用）

第１次避難地域及び
第１次避難地域住民用指定避難所

２０１５．１２．１現在
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洪水避難地域・指定避難所（小貝川）

第１次避難地区

第２次避難地区

第３次避難地区

（凡例）
避難所

避難方向

北文間

川原代

馴柴

小貝川

質疑応答
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逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組 実施事例等 

取組項目 
住民等への情報伝達体

制や方法 
目標時期 

Ｈ２８年度か

ら順次実施 
実施機関 

利根川下流河川事務所、気象台、

水資源機構、県、市町、水防事務

組合 

【住民対象の説明会（シンポジウム、出前講座 等）の実施】 

【自治区長、自主防災役員やリーダーを対象とした説明会】 

【消防団、水防団を対象とした説明会】 

取組内容 ●水防災に関する説明会の開催 

取組目的 

■水防災意識の向上を図ることを目的とする。 

・水防災および水防災意識社会の理解 

・水害リスクの認識 

・防災情報取得方法や行動など発災時の対応能力の向上   など 

整備水準 

工程表 

HL

•市民に対し、より専門的な説明会。

•自治区長、自主防災役員等の市民を対象とした説明会。

•消防団、水防団（非常勤特別職公務員）等を対象とした説明会。

•要望に応じて開催

講演会や説明会に参加したことがある市民等、水防災に関して知識を持った人に対

し、一歩踏み入った、より専門的な水防災に関する説明会。 

平成 29 年 1 月 28 日（土）

に、国土交通省関東地方

整備局利根川下流河川事

務所中村所長をお招き

し、「取手市防災講演会

（利根川の決壊に備えて

～利根川・小貝川の水害

の歴史と防災～）」を開催

したもの。

市内の自主防災会役員を

中心に市民に対して開催

を呼びかけ、会場が満員

となる２００名が来場し

た。

9
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利根川下流域の減災に対する平成２８年度の取り組み状況     《利根町》

取組事項 水防関連資機材等の備蓄倉庫建設（押付地区水防センター） 

取組内容 
水防センターは、水防関連資機材等を備蓄すると共に、洪水時における円滑かつ

効率的な水防活動及び水害復旧活動の拠点となる備蓄倉庫を建設した。 

センターの位

置及び現状 

■押付地区は、利根川と小貝川の

合流点に位置しており、合流点の

下流には布川狭窄部があり、この

地点は洪水時において、危険が予

想されることから、重点的な巡視

点検が必要となる「重要水防箇

所」の区間に設定されている。 

この地区は、国土交通省利根川下

流河川事務所による河川防災ス

テーションの整備計画が進められ

ています。 

水防センター 

の概要 

■押付地区水防センターには、備蓄倉庫に事務室が併設されており、平常時に

は、防災倉庫として水防関連資機材等を備蓄するとともに、会議・打合せ等に

利用します。災害時は、水防活動の拠点として備蓄している水防関連資機材等

の搬出等を行います。 

■構造：鉄骨造 １階建           ■延床面積 178.20 ㎡   

■倉庫面積 113.40 ㎡           ■会議室面積 47.60 ㎡ 

■その他：トイレ・収納スペース    

押付地区水防センター（平成２９年３月完成） 

押付地区水防センター 小貝川

11

利根町

2-10



12



13
銚子市

1-17 2-2 1-22



14



洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組 訓練状況 

取組項目 
河川水位等に係る情報

提供 
目標時期 

引き続き実

施 
実施機関 

成田市、成田市消防

本部、成田市消防団 

取組内容 ●水防訓練の実施 

取組目的 
■当市に関係する重要水防箇所において想定される水防工法の習得を重点に、実践的な

訓練を実施し、水防体制の強化を図る 

訓練概要 

 例年、水防工法習得訓練をおこなっており、市有地の広場にて訓練を行い、各種工法

の習得を図っていた。平成 27 年関東・東北豪雨による被害を鑑み、市内における河川

堤防にて、水防団の安全管理に留意した風水害発生時の活動要領及び当市に関係する重

要水防箇所において想定される水防工法の習得を重点に、従来型の訓練よりさらに実践

的かつ効果的な訓練を行った。 

日時：平成 28年 6月 18 日（土）8:30～12:30 

場所：根木名川親水公園予定地（根木名川堤防） 

HL

訓練参加人員：成田市水防団 水防団長以下 202名 

       成田市消防本部 水防工法指導員 30 名 

訓練内容：（1）警戒巡視要領 

     （2）準備工法 

        土のう作り 

        （28 年度新規配備の水防資器材、土のう制作器の使用） 

     （3）水防工法 ※各 30分間のローテーション 

      ア 積み土のう工法 

      イ 月の輪工法 

      ウ むしろ張り（シート張り）工法 

     （4）水防工法指導員による工法展示 

      ア 木流し工法 

      イ 釜段工法 

      ウ 五徳縫い工法 

警戒巡視要領 土のう制作器の使用

土のう作り 月の輪工法

シート張り工法 積み土のう工法 訓練全景

15

成田市
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逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

実施機関 八千代市

取組項目 避難場所案内表示板の設置

実施時期 H28年度 ～ H31年度

現状の課題

破堤から24時間後には，浸水が始まる。

近くの避難場所が，何の災害に適した避難場所
なのか，地域住民に浸透していない。

避難者は，どこに避難していいのか躊躇してしまう。

逃げ遅れが発生する
危険性がある

浸水想定（破堤24時間後）

17
八千代市

1-21
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逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

取組内容

避難場所として指定されている小中学校３３か所
に避難場所案内表示板を設置する。

【避難場所案内表示板】
設置場 所 ： 学校の校門袖
規 格 ： 900㎜×430㎜
夜間視認性 ： 蓄光式を採用

【財源の確保】
千葉県地域防災力向上総合支援補助金を活用

≪昼間≫ 平成29年4月11日 17時撮影

≪夜間≫ 平成29年4月11日 19時撮影

期待する
効 果

・災害種別図記号により，何の災害に適した避難
場所かを一目で確認できる。
・英語表記により，外国人も理解しやすい。
・蓄光式の採用により，夜間や停電時の暗闇にお
いても，視認性が確保される。

迅速かつ的確な
避難行動につながる

避難場所案内表示板

整備年度 H28 H29 H30 H31

整備か所数 9 8 8 8

18
八千代市
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実施事例等

取組項目
河川水位等に係る情
報提供

目標時期
引き続き実
施

実施機関 我孫子市

取組内容

取組目的

洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

●市内の雨水管理施設における水位及びポンプ運転状態の確認【雨水管理施設監視システム】
●浸水計による浸水時の水位の確認【浸水計】
●浸水常襲地区における監視カメラによる浸水状況の確認【監視カメラ】

■出水時の情報収集

実施事例等

外観

【雨水管理施設監視システム】
・市内の排水機場や調整池における水位及びポンプ運転状態の監視をインターネットを
活用し実施。スマートフォンのアプリでも監視画面が確認可能なため、夜間、休日でも閲
覧可能であり、緊急時の迅速な対応が可能。

【浸水計】

・市内３７箇所において、出水時の最大浸水深を把握するため浸水計を設置。出水後に

巡回し測定。

内部の状況

【監視カメラ】

・浸水時の状況把握のため、監視カメラを設置するとともに、雨量及び浸水深

をインターネットで閲覧。

19
我孫子市

2-1
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実施事例等

取組項目
隣接市合同による水
防訓練の取組の推進

目標時期
引き続き実
施

実施機関 我孫子市、柏市、両市消防団

取組内容

取組目的

整備水準

工程表

洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

【隣接市合同による水防演習の実施】
・我孫子市、柏市の水防関係者等による合同水防演習を実施
・平成２８年度で第５３回となり、約５００名が参加

●隣接市である我孫子市・柏市合同による水防訓練等の取組を推進

■出水期にあたり、水防要員の士気を鼓舞し、作業能力の向上を図り、両市の緊密なる連携の
下に水防体制の万全を期すとともに、住民の理解を求めて有事の際、災害の減少を図ることを目
的とする。

演習の状況

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
平成32年度

～

引き続き
実施

広域協力体
制

整備
水準

項　　目

5ヶ年で実施する場合の標準的な工程表

開会式の状況

20
我孫子市
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実施事例等

取組項目 排水計画・排水訓練 目標時期
引き続き実
施

実施機関
我孫子市、災害支援協定団体
（我孫子建設業会）、利根川下流
河川事務所

取組内容

取組目的

整備水準

工程表

●市内で浸水常襲地区６箇所において、排水ポンプ車の配置位置検討を実施
●国に対し、排水ポンプ車等の出動要請時の進入ルート・配置位置等の確認
●排水ポンプ車による排水訓練の実施

■大規模浸水に対し、氾濫水を迅速に排水し早期の社会機能回復を図ることを目的とする。
■排水訓練を実施することで排水技術の習得を目的とする。

【排水ポンプ車の進入ルート、排水訓練の実施】
排水ポンプ車の進入ルート・配置位置等の検討を実施し、排水訓練を行う。

一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取組

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
平成32年度

～

引き続き
実施

排水計画・
排水訓練

整備
水準

項　　目

5ヶ年で実施する場合の標準的な工程表

排水ポンプ車進入ルート・配置位置の例

排水訓練の実施

適宜ブラッシュアップ

出水時の排水状況（Ｈ２５年１０月）

21
我孫子市
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逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組 実施事例等 

取組項目 
避難誘導体制 

目標時期 
Ｈ２８年度から順

次実施 

実施機関 市、東電タウンプ

ランニング㈱ 

【簡易標識等】   

【避難所案内等の設定】_先ずは避難所や避難場所であることだけでも伝える。 

取組内容 日常から水災害意識の向上を図り、迅速な避難を実現するため、まるごとまちごと HM の検討、

整備や表示板等の整備推進 

取組目的 

洪水など災害時の避難所などに関する情報を標識として『まちなか』に表示すること

により、日頃から「災害」に対して意識を持ち、発災時には、安全かつスムーズな避

難行動に繋げ、洪水等による被害を最小限にとどめることを目的として整備するもの

である。 

整備水準 

工程表 

HL

•まるごとまちごとハザードマップ（調査・検討・実施）

•市街地の電柱などに、浸水深（想定・実績）や避難所等の情報
を標識として表示

•簡易（安価）な標識などでの表示

•例えば、紙（保護シート）やラベルプリンターによる標識、消
火栓BOXへの貼付

•現状で避難所施設での”避難所”としての表示・標識や案内す
らない施設では、先ずはの案内標識や表示（簡易含む）を行う。

•この場合、調査・検討が必要となる浸水深やルート表示は必要
とはしない。 保護シートによる紙での貼付 

※イメージ 

手作り標識 

※イメージ 
のぼりや簡易看板（捨て看板） 

避難場所に市町の指定避難場所である旨を表示する看板を設置 

RankⅡのような簡

易版も当面の表示

方法としてあげら

れる。 

ラベルプリンター（シ
ール）による表示など
も考えられる。 

東電タウンプランニング㈱と「広告付避難場

所等電柱看板に関する協定」を締結し、東京

電力が営む電柱に広告看板を設置する際、下

部に近隣の避難場所名称とその方向を記載

できるようにした。また、その際の費用は広

告主の負担とし、市の負担は無い。 

現在２２か所の電柱に設置済みである。

←広告付き電柱看板案内表示デザイン例 

実際の設置写真→
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逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組 実施事例等 

取組項目 
住民等への情報伝達体

制や方法 
目標時期 

Ｈ２８年度か

ら順次実施 
実施機関 

市 
【水災害教育（総合学習など）】 

市内の小学校の４年生における社会科学習の場で市の防災対策や 

ハザードマップについて説明。 

（平成２８年７月６日実施） 

【教職員による水防災教育（授業等）】 

総合学習時間などを利用した教職員が授業を実施する。 

【教材（学習資料）の作成、配布】 

取組内容 ●小中学校における水防災教育の実施 

取組目的 
■自律的に安全な行動ができる態度や能力を身に付けることを目的とする。 

整備水準 

工程表 

•水防災教育【説明会、講演会との開催】

•教職員による水防災教育（授業）

•教材（学習資料）の作成、配布

•学校・教育委員会との協議

•要望・必要に応じて対応

市職員による説明会・出前講座

（総合学習など）

学習を通しての感想やお礼文
ハザードマップについての説明

防災ハザードマップ 四街道市地域防災計画

概要をまとめ、

分かりやすく

見やすい資料

の作成 
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Ｈ２９年２月改定版

◇台風予報 ○施設（水門・排水機場等）の点検・操作確認 ○気象情報収集
○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保 ○避難所開設箇所数の確認

◇台風に関する千葉県気象情報（随時） ○リエゾン体制の確認 ○休校の判断、体制の確認等
○台風に関する気象庁記者会見 ○協力機関の体制確認 ○水防団等への注意喚起
○大雨注意報・洪水注意報発表 ○連絡体制の確保 ○避難所開設を検討 ○防災グッズの準備、確認

○排水機場等の事前放流の指示・確認 ○庁内検討会議
◇台風に関する気象庁記者会見 ○水門、樋管、排水機場などの操作
○大雨警報・洪水警報発表 ○要員（注意体制）確保 ○自宅保全

【注意体制】

○連絡要員の配置
○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○応援体制の確認（防災エキスパート等） ○管理職の配置
○要員（警戒体制）確保 ○避難所開設の準備を指示

○水防団待機・準備
○水防団幹部の参集を検討
○避難準備・高齢者等避難開始の発令対象地域を検討

【警戒体制】 ○避難所開設の完了 ○避難の準備（要配慮者）

○災害対策本部設置
○水防団幹部会議開催

○水防警報（指示） ○水防団第２配備
○出水時点検（情況把握） ○巡視・水防活動状況報告 ○避難の準備（要配慮者以外）
○CCTVによる監視強化 ○避難勧告等の発令対象地域を検討
○維持業者に待機指示
○要員（非常体制）確保
【非常体制】

○ホットライン（避難判断水位） ○水防団第３配備
◇暴風警報発表 ○維持業者に指示 ○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、避難指示（緊急）等の発令判断

○応援体制の要請（防災エキスパート） ○要配慮者施設に洪水予報伝達（氾濫警戒情報）
○漏水・侵食情報提供 ○必要に応じ、助言の要請

○ホットライン（銚子気象台） ○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認
○リエゾンの派遣

○水防団第４配備

◇大雨特別警報発表
○協定会社への要請を検討 ○氾濫シミュレーションの結果等を確認し、避難指示（緊急）を発令

○要配慮者施設に洪水予報伝達（氾濫危険情報）
○防災行政無線、携帯メール、水防団広報等による避
難勧告の受信

○避難が完了していない市民への周知、誘導、救助等の実施
○水防団に対し必要に応じ安全な場所に退避を指示
○災害対策機械の派遣要請

○災害対策機械の派遣 ○大雨特別警報の周知

○被害状況の把握（ヘリコプター等による迅速な状況把
握）

○要配慮者施設に洪水予報伝達（氾濫発生情報）
○住民に対し、堤防の決壊等の状況を周知

○防災行政無線、携帯メール、水防団広報等による避
難指示の受信

○TEC-FORCEの活動 ○自衛隊への派遣要請

○被害状況・調査結果等の公表
○本局へ支援要請（本局災害協定）

○避難者への支援

○本局の支援
（本局災害協定）

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、利根川下流河川事務所と印西市の
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）

○テレビ、インターネット、携帯メール等による大雨や河
川の状況を確認

○防災無線、携帯メール、水防団広報等による避難勧
告の受信

-72h

○メール・テレビ・ラジオ・ＨＰ等、避難情報受信手段の確
認

○ハザードマップ等による避難所・避難ルート及び避難
要領の確認

○テレビ、ラジオ、インターネット等による気象警報等の
確認

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングに
ついては、地域・事象によって、異なります。

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、避難勧告等の発令判断
○要配慮者施設に洪水予報伝達（氾濫注意情報）

-18h

-48h

-24h

-12h

-7h

-6h

0h

氾濫発生

印西市利根川下流河川事務所気象・水象情報 市民等

第１配備

要配慮者避難開始第３配備

避難勧告【別表対象地区】

避難準備・高齢者等

避難開始【別表対象地区】

水防警報（待機・準備）押付 水防団待機水位到達（水位３．１０m）

取手 氾濫注意水位到達（水位５．４０m）
押付 氾濫注意水位到達（水位５．７５m）
横利根 氾濫注意水位到達（水位２．８５m）

第２配備

洪水予報（氾濫注意情報）

取手 避難判断水位到達（水位７．２０m）
押付 避難判断水位到達（水位７．７０m）
横利根 避難判断水位到達（水位４．３０m）

第４配備洪水予報（氾濫警戒情報） 避難開始

避難開始第４配備継続 避難指示（緊急）【別表対象地
取手 氾濫危険水位到達（水位７．５０m）
押付 氾濫危険水位到達（水位７．９０m）
横利根 氾濫危険水位到達（水位４．４０m）

避難完了

※台風上陸
堤防天端水位到達・越流

洪水予報（氾濫危険情報）

○ホットライン（氾濫危険水位、

避難勧告等の発令判断の目安

洪水予報（氾濫発生情報）
○ホットライン

（氾濫発生）

最終的な危険回避行動

避難解除

緊急復旧

堤防調査委員会設置

（印旛利根川水防事務組

合に送付

（印旛利根川水防事務

組合に送付

押付 氾濫注意水位到達（水位５．７５m）
水防警報（出動）
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河川
水位

気象・水象 国交省河川事務所からの情報 印西市の対応
チェック
欄

低い 防災体制を構築する（第２配備）

　・上流域を含む防災気象情報等を監視し、水位を把握する連絡要員を配置する

　・連絡要員は、1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認する

　・管理職等を配置し、避難準備情報の発令を判断できる体制をとる

　・避難所開設準備の指示

印西地区消防組合・印西警察署との今後の情報共有及び連絡体制等を確認する

水防警報発表文に記載されている対象河川、区間を担当する水防団に対し「待機、準備」を指示する

水防団幹部の参集を検討

市管理又は操作を委託されている樋門・樋管等の操作担当者に、操作に関する注意喚起を行う

重要水防箇所や危険箇所の位置、氾濫シミュレーション等を確認し、避難準備情報の発令対象地域を検討する

避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は、早めに避難準備情報の発令の判断を行う

避難所開設完了

防災体制を強化する（第３配備）

災害対策本部の設置

避難準備・高齢者等避難開始を発令する（防災行政無線、メール、ホームページ、ツイッター、Lアラートなど）

水防団幹部会議の開催

水防団第２配備（本部、第１分団、第２分団、第４分団、第１４分団配備）

要配慮者施設に洪水予報（氾濫注意情報）を伝達する

関東地方整備局（利根川下流河川事務所）に対するリエゾンの派遣要請について検討する

水防警報発表文に記載されている対象河川、区間を担当する水防団に対し「出動」を指示する

印西地区消防組合、水防団による巡視結果や水防活動の実施状況を把握し、水防上危険であると認められる箇
所があるときは河川事務所に連絡して必要な措置を求める

必要に応じ、利根川下流河川事務所へ助言を要請する

関東地方整備局（利根川下流河川事務所）へリエゾンの派遣を要請をする

重要水防箇所や危険箇所の位置、氾濫シミュレーション等を確認し、避難勧告等の発令対象地域を検討する

首長もしくは代理者が、避難勧告等を発令できる体制をとる

防災体制をさらに強化する（第４配備）・予め定めた防災対応の全職員が体制に入る

水防団第３配備（本部、第１分団、第２分団、第３分団、第４分団、第７分団、第１２分団、第１４分団配備）

水位等の監視体制を強化し10分毎の河川水位、雨量、降水短時間予報を確認する

避難勧告を発令する（防災行政無線、メール、ホームページ、ツイッター、Lアラート、水防団広報など）（必要に応
じ、ホットライン等により河川事務所へ対象地域を確認する）

要配慮者施設に洪水予報（氾濫警戒情報）を伝達する

必要に応じ、関東地方整備局（利根川下流河川事務所）へ助言を要請する

避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は、早めに避難指示（緊急）等の発令の判断を行う

水防警報（状況）
※印旛利根川水防事務組合にＦＡＸにより送付

水防団による巡視結果や水防活動の実施状況を把握し、水防上危険であると認められる箇所があるときは河川
事務所に連絡して必要な措置を求める

ホットライン
（河川事務所から防災課へ直接電話等で連絡） 過去の洪水との比較等、洪水の切迫性について確認する

防災体制をさらに強化する（第４配備継続）

水防団第４配備（全団員配備）

氾濫シミュレーションの結果等を確認し、避難指示（緊急）を発令する

堤防天端に水位が到達するおそれ
がある場合

避難指示を発令する（防災行政無線、メール、ホームページ、ツイッター、Lアラート、水防団広報など）（必要に応
じ、ホットライン等により河川事務所へ対象地域を確認する）

水防警報（状況）
※印旛利根川水防事務組合にＦＡＸにより送付

要配慮者施設に洪水予報（氾濫危険情報）を伝達する

避難が完了していない市民への周知、誘導、救助等を実施する

水防団の活動状況を確認し、必要に応じ千葉県へ自衛隊の派遣を要請する。また、水防団に対し必要に応じ安
全な場所に退避を指示する

必要に応じ、関東地方整備局（利根川下流河川事務所）へ助言を要請する

リエゾンを通じ、関東地方整備局（利根川下流河川事務所）に災害対策機械の派遣などの支援を要請する

水防団の活動状況を確認し、必要に応じ千葉県へ自衛隊の派遣を要請する。また、水防団に対し必要に応じ安
全な場所に退避を指示する

堤防の決壊等による氾濫が発生し
た場合

要配慮者施設に洪水予報（氾濫発生情報）を伝達する

住民に対し、堤防の決壊等の状況を周知する

避難が完了していない市民への周知、誘導、救助等を実施する

水防団からの報告等により堤防の決壊をいち早く覚知した場合には、河川事務所、千葉県、印西警察署等の関
係機関に通知する。また、できる限り氾濫による被害が拡大しないように努める。

氾濫シミュレーション結果等を確認し、必要に応じ千葉県へ自衛隊の派遣を要請する

高い 避難者の支援

利根川下流水害対応チェックリスト(千葉県印西市）

水防警報（待機・準備）
※印旛利根川水防事務組合にＦＡＸにより
送付

洪水予報（氾濫注意情報）
※防災課にＦＡＸにより送付

ホットライン
（河川事務所から防災課へ直接電話等で連
絡）※氾濫危険水位に達する見込み等切迫
した状況において実施

【押付水位観測所（水位３．１０ｍ）】
の水位が水防団待機水位に到達し
た場合

【取手水位観測所（水位５．４０ｍ）】
【押付水位観測所（水位５．７５ｍ）】
【横利根水位観測所（水位２．８５
ｍ）】のいずれかの水位が氾濫注意
水位に到達した場合、洪水予報（氾
濫注意情報）が発表される

水防警報（出動）
※印旛利根川水防事務組合にＦＡＸにより
送付

【押付水位観測所（水位５．７５ｍ）】
の水位が氾濫注意水位に到達した
場合、水防警報（出動）が発表され
る

ホットライン
（河川事務所長から印西市長へ
直接電話等で連絡）

水防警報（状況）
※印旛利根川水防事務組合にＦＡＸにより
送付

洪水予報（氾濫発生情報）
※防災課にＦＡＸにより送付

ホットライン
（河川事務所長から印西市長へ
直接電話等で連絡）

【取手水位観測所（水位７．２０ｍ）】
【押付水位観測所（水位７．７０ｍ）】
【横利根水位観測所（水位４．３
ｍ）】のいずれかの水位が避難判断
水位に到達した場合、洪水予報（氾
濫警戒情報）が発表される。

洪水予報（氾濫警戒情報）
※防災課にＦＡＸにより送付

洪水予報（氾濫危険情報）
※防災課にＦＡＸにより送付

【取手水位観測所（水位７．５０ｍ）】
【押付水位観測所（水位７．９０ｍ）】
【横利根水位観測所（水位４．４
ｍ）】のいずれかの水位がはん濫危
険水位に到達した場合、洪水予報
（氾濫危険情報）が発表される。
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印西市浸水域避難対象地区 

浦部、浦部村新田、亀成、発作、相嶋、大森、木下、木下南、竹袋、木下東、

平岡、小林、本埜小林、将監、松木、安食卜杭、笠神、押付、佐野屋、中田切、

和泉屋、立埜原、下井、酒直卜杭、長門屋、甚兵衛、川向、 中、下曽根、行徳、

萩埜、桜野、萩原、萩原干拓、松虫、吉高、吉高干拓  

※６～９時間の氾濫到達時間の区域を抽出  

別表 
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逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組 実施事例等 

取組項目 
情報の周知及び避難所

開設 
目標時期 

Ｈ２８年度か

ら順次実施 実施機関 
町 

【現酒々井町洪水ＨＭ（全戸配布）】 

利根川ＨＭ            凡例            高崎川ＨＭ 

【ハザードマップの配布】 

洪水浸水想定区域図（国交省）をもとに町でハザードマップを作成】 

取組内容 水害意識の向上を図り、迅速な避難を実施するために酒々井町洪水ＨＭ等の更新検討及び

内容の周知を図る。 

取組目的 

ＨＭ等を適宜更新するとともに、住民への周知を図り災害への意識の高揚を図る。 

酒々井町洪水ＨＭ（利根川区域・高崎川、印旛沼、中川区域）に位置付けてある洪水等によ 

る災害時の避難所の迅速な開設。 

整備水準 

工程表 

HL

•洪水等のＨＭの見直し。（調査・検討）

•災害時避難所開設配備職員の任命

•想定最大外力を反映した洪水等HMの周知

•避難所開設訓練の実施（適宜）

•想定最大外力を反映した洪水HMの作成・配布

•災害時に避難所の迅速な開設

避難所、避難路・ルート、

浸水継続時間の長い区

域、浸水到達時間、防災

機関連絡先、避難事前情

報（情報取得方法、避難

勧告等）を追加してＨＭ

を作成する。 

洪水等のＨＭ

の見直し（調査

検討） 

想定最大外力を反

映した洪水等ＨＭ

の周知

想定最大外力を反

映した洪水等ＨＭ

の作成・配布

想定最大規模降雨

による洪水浸水予

想区域の検討 
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印旛利根川水防事務組合
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１）ソフト対策の主な取組 ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■避難場所・避難経路

広域避難計画の策定
広域避難計画（案）を策定するための支援を行う

【茨城県の取り組み】平成２９年３月現在

○ 災害対応勉強会 広域避難検討ワーキンググループ

目 的 自然災害に係る広域一時滞在に関することを検討

構 成
県，県内１３市町村（下妻市，常総市，つくばみらい市等）
（オブザーバー参加：国，関係機関等）

内 容 広域避難計画策定ガイドラインの作成

時 期 Ｈ２９．７頃～ 年２～３回程度開催

（平成２９年度第１回災害対応勉強会）

（参考）災害対応勉強会（Ｈ２７．１１～）

目 的 ① 県及び市町村の防災担当者が災害対応に関する理解を深
め，実務に活かすこと。
② 防災担当者間の連携を深め，災害発生時に横の連携を活か
し，災害対応に当たれるようにすること。

構 成 茨城県，県内４４市町村，県内２４消防本部
（オブザーバー参加：国，関係機関等）

開催
実績

Ｈ２７年度 ２回（Ｈ２７．１１，Ｈ２８．２）
Ｈ２８年度 ３回（Ｈ２８．４，Ｈ２８．１０，Ｈ２９．１）
Ｈ２９年度 １回（Ｈ２９．４）

ﾜｰｷﾝｸﾞ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

①広域避難検討ＷＧ，②災害対応支援チームＷＧ，
③図上型防災訓練実施支援ＷＧ （Ｈ２８．１０設置）

（ワーキンググループのイメージ）
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洪水浸水想定区域の指定・公表
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利根川下流
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利根川下流
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利根川下流河川事務所
トップページ

クリック

利根川下流ライブカメラ（増強）

・Ｈ２９年３月３０日よりＣＣＴＶ公開画像数が増えました。
従来 ５台（１～５番） 今回 １５台（６～１５番）

利根川：須賀／千葉県印旛郡栄町（右岸）
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手賀川水防警報河川指定

■利根川下流河川事務所ホームページお知らせ一覧（平成29年3月31日）
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防災教育開催 

【講座内容】 

・利根川について 

・利根川の水害の歴史 

・近年の気象 

・洪水対策 

・防災・減災の取り組み 

【講 師】 利根川下流河川事務所 副所長

【講座日】 平成２９年１月６日 

【対 象】   利根町小中学校教職員及び教育委員会
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平 成 ２ ９ 年 ５ 月 ２ ４ 日 

国土交通省  関東地方整備局 

利 根 川 下 流 河 川 事 務 所 

千葉県 県土整備部 河川環境課 

【新規に水位周知河川に指定する河川、指定区間、基準水位観測所】 

河川名 指定区間 基準水位観測所 

手賀川 手賀沼からの流出点 から 利根川への合流点 まで 

（利根川合流点から上流 7.7km） 

曙橋水位観測所 

（千葉県柏市曙橋） 

手賀沼 大堀川合流点から手賀川合流点まで 

（手賀沼全域） 

手賀沼水位観測所 

（千葉県柏市曙橋） 

※国土地理院の電子地形図(タイル)に水位周知指定区間、河川名等を追記して掲載 

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、千葉県政記者会 

問い合わせ先 

【手賀川に関すること】 

国土交通省 関東地方整備局 利根川下流河川事務所 

副所長（技術）      海津
か い づ

 義和
よしかず

        TEL 0478-52-6361 （内線 205） 

防災対策課長     久保田
く ぼ た

 健一
けんいち

       TEL 0478-52-6365 （内線 281） 

【手賀沼に関すること】 

千葉県 県土整備部 河川環境課  

防災対策室長     髙
たか

柳
やなぎ

 昌司
しょ う じ

       TEL 043-223-3149 （直通） 

国土交通省利根川下流河川事務所が管理する利根川水系手賀川と千葉

県が管理する手賀沼を５月２４日、水位周知河川に指定し、手賀川と手賀沼

の氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）を設定したのでお知らせいたします。

手賀川・手賀沼を水位周知河川に指定しました。
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水位周知河川について 

国土交通大臣又は都道府県知事が、洪水により国民経済上重大又は相当な損害が

生じるおそれがあるものとして指定した河川です。国土交通省又は都道府県の機関は、

水位周知河川について、当該河川の水位があらかじめ定めた氾濫危険水位（洪水特別

警戒水位）に達したとき、その水位を示して通知及び周知を行います。 

氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）について 

氾濫危険水位は水位周知河川の場合、「洪水特別警戒水位」とも呼ばれます。 

この水位は、洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の恐れがある水位で、

市町村長の避難勧告等の発令判断の目安であり、住民の方々の避難判断の参考にな

る水位です。 

河川、沼の管理区分について 

 手賀川：国管理（国土交通省利根川下流河川事務所が管理しています） 

 手賀沼：県管理（千葉県が管理しています。） 

参考 
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